
質
問
一

国
保
税
の
収
納
と
短
期
保
険

証
発
行
の
状
況
は
。

二

加
入
者
の
手
も
と
に
保
険
証
が
届

い
て
い
な
い
世
帯
の
状
況
は
。

三

保
険
給
付
費
の
状
況
は
。

四

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
２０
年
度
の
収

納
率
は
現
年
度
課
税
分
で
８９
・
１
㌫
、

前
年
度
と
比
較
し
て
１
・
５
ポ
イ
ン
ト

の
減
と
な
っ
た
。
短
期
保
険
証
の
対
象

世
帯
は
２１
年
１０
月
に
お
い
て
９
１
６
世

帯
で
あ
る
。

二

２１
年
１１
月
時
点
で
３
２
６
世
帯
が

短
期
保
険
証
を
取
り
に
来
て
い
な
い
。

こ
の
う
ち
中
学
生
以
下
の
い
る
世
帯
は

２１
世
帯
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
３４
世

帯
で
あ
る
。

三

１
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
は

年
々
増
加
の
一
途
で
、
１９
年
度
か
ら
２０

年
度
に
か
け
て
も
約
４
・
３
㌫
増
加
し

た
。

四

２０
年
度
決
算
で
は
余
剰
金
が
出
た

が
、
こ
れ
は
前
年
度
繰
越
金
と
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
金
に
よ
る
も
の

で
、
実
質
単
年
度
収
支
は
約
５
０
０
０

万
円
の
赤
字
で
あ
る
。
国
保
財
政
の
安

定
的
な
運
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
税
率
の
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

鶴
ヶ
島
の
教
育
に
つ
い
て
論
議
す

べ
き
い
く
つ
か
の
視
点

二

川
越
総
合
卸
売
市
場
（
株
）
へ
出

資
し
た
分
は
確
保
さ
れ
る
か

質
問
一

市
長
公
約
に
お
け
る
「
め
ざ

す
つ
る
が
し
ま
」
に
つ
い
て
。

二

市
長
公
約
に
お
け
る
「
実
行
す
る

つ
る
が
し
ま
」
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

私
が
目
指
す
鶴
ヶ

島
は
、
だ
れ
も
が
生
き
る
喜
び
を
実
感

で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
人
間
中
心
の
ま

ち
で
あ
り
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
の
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
な
る
の
が
「
水
土
里
の
交
流
圏

構
想
」
で
あ
る
。

鶴
ヶ
島
に
あ
る
魅
力
的
な
自
然
と
、

都
市
近
郊
の
豊
か
な
農
業
と
い
っ
た
資

源
を
生
か
し
て
、
市
内
外
の
人
と
人
、

人
と
自
然
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
交
流

し
合
う
活
力
あ
る
希
望
に
満
ち
た
鶴
ヶ

島
を
目
指
し
て
い
く
。

二

私
は
、
四
つ
の
項
目
で
取
り
組
む
。

一
つ
目
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
ま
ち
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
市
民
と
と
も
に
育
て
る

健
康
、
福
祉
の
ま
ち
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、
安
心
で
快
適
な
生
活
者

中
心
の
ま
ち
で
あ
る
。

四
つ
目
は
、
改
革
を
進
め
る
ま
ち
で

あ
る
。

こ
れ
ら
を
基
本
と
し
て
、
し
っ
か
り

と
前
を
向
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

今
後
の
ふ
ろ
い
で

に
つ
い
て

第１回健康マラソン大会

国
保
税
の
引
き
下
げ
原
資
は
あ
る

実
質
単
年
度
収
支
は
赤
字

�
田

克
彦

議
員

近藤 英基 議員

市長公約について

市民とともにまちづくりに取り組む

保険年金課窓口

つるがしま市議会だより第１４８号 〔１０〕


